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・それでは、ＡＬＳＯＫグループの２０２６年３月期決算についてご説明いたします。
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・まずはじめに、ご説明のポイントです。

・第１に、２０２６年３月期決算についてです。
当期は、セキュリティ事業やＦＭ事業等が堅調に推移したほか、大阪・関西万博や東京２０２５世界陸上などの
世界的イベントの安全・安心な運営に貢献するなど、社会インフラを支える担い手としての責任を
果たしてまいりました。
その結果、売上高および各利益段階で過去最高を更新し、利益率も改善するなど、
実績は伸長しました。なお売上高は１６期連続で更新しています。

・第２に、２０２７年３月期の業績予想についてです。
売上・利益ともに連続で過去最高を更新する見通しとなっています。

・第３に、配当についてです。
２０２６年３月期の 期末配当は一株あたり１４．６円にしたいと考えております。
また、２０２７年３月期の年間配当は、３３.０円と３．８円の増配を見込んでおります。
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・それでは、２０２６年３月期実績についてご説明いたします。
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・３ページは、２０２６年３月期の通期実績についてです。

・２０２６年３月期は、売上高の増加や利益率の改善などにより、増収増益となりました。
経常利益については、ベースアップや業績改善に伴う下期賞与の増加などにより人件費が増加したことに加え、
ＤＸ・開発関連投資や創立６０周年に関連する費用増加がありましたが、
これらは当初想定の範囲に留めることができまして、
全体としては前期比１５．８％増の４９９億円となりました。

・一方、中間期に上方修正した業績予想につきましては、当期純利益のみ達成する結果となりました。
主な要因としては、売上が9億円不足したことに加え、
FM事業等において原価上昇により不採算となる工事が完工したことや、
物価上昇の影響や翌期に業績改善効果が見込まれる施策の費用が前倒しで発生したことで、
経常利益段階では業績予想を下回る結果となりました。
なお、親会社株主に帰属する当期純利益については、M&Aに伴う負ののれん差益などの計上があり
概ね業績予想水準で着地しております。
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・４ページは、セグメント別の売上高・営業利益についてです。

・前期比で、
セキュリティ事業は、売上高７.４％増の４，２０８億円、営業利益率は１０．８％に改善。
ＦＭ事業等は１６.６％増の９２９億円、営業利益率は１２．１％に改善。
介護事業は３.５％増の５５２億円、営業利益率は４．１％に改善。
海外事業は４.３％増の２７９億円となりましたが、赤字幅は若干拡大しています。

・なお、これらの業績には、「ＡＬＳＯＫ宮崎、富士通ホーム&オフィスサービス、 沖縄ビル・メンテナンス」等の
新規連結も含まれています。
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・５ページは、機械警備事業およびＨＯＭＥ ＡＬＳＯＫ事業の概況についてです。

・機械警備事業の売上高は、前期比６．０％増の１，８４０億円となりました。
契約収入は価格改定の影響もあり前期比７.０％増となりましたが
工事収入は３.３％減少しました。売却収入は４.３％増加しております。

・ＨＯＭＥ ＡＬＳＯＫ事業の売上高は、前期比０．９％増の２４８億円となりました。
契約収入は前期比４.５％増となりましたが、工事収入および売却収入は、
前期に見られた社会的要因による一時的な需要増加の反動で減少しております。
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・６ページは、常駐警備事業および警備輸送事業の概況についてです。

・常駐警備事業の売上高は、大阪・関西万博や東京２０２５世界陸上の関連需要に加え、
長期契約も堅調に推移するとともに、価格改定の効果もあり、
前期比１２.６％増の１,３８７億円となりました。

・警備輸送事業の売上高は、前期の改刷対応に伴う一過性売上の反動減はあったものの、
現金管理契約が堅調に推移したため、前期比３.７％増の７３０億円となりました。

・入出金機オンラインシステムの台数は、前期比４.５％増の３２,１６６台となりました。
また、ＡＴＭ綜合管理台数についても、約１，０００台増加し、７５,１４２台となりました。

4,232 4,376 
4,556 

(8.8%)
(3.4%)

(4.1%)

24/3 25/3 26/3

74,035 74,116 
75,142 

(1.5%) (0.1%)
(1.4%)

24/3 25/3 26/3

29,955 30,793 32,166 

(3.5%) (2.8%) (4.5%)

24/3 25/3 26/3

3.7%25730704

▍

▍

12.6%1551,3871,231

6



3.5%18552533

49.4%72214

4.1%2.8%

206 209 212 

(1.0%) (1.5%) (1.4%)

24/3 25/3 26/3

▍

▍

16.6%132929797

24.4%94483388

19.6%52322269

11.0%15123138

23.0%2111291

12.1%11.5%

127 130 
138 

(4.9%) (2.0%)

(5.9%)

24/3 25/3 26/3

・７ページは、ＦＭ事業等および介護事業の概況についてです。

・ＦＭ事業等の売上高は、契約収入が堅調に推移したことに加え、Ｍ＆Ａの効果もあり、
前期比１６.６％増の９２９億円となりました。
営業利益は、前期比２３.０％増の１１２億円となりました。

・介護事業の売上高は、入居者数の増加などを背景に、前期比３.５％増の５５２億円となりました。
営業利益は、ＤＸの推進等による配置人員の最適化を進めており、
前期比４９.４％増の２２億円となりました。

・開設１年未満の新規施設を除いた既存施設の入居率は９２．２％となり、
前年の９１．５％から改善しています。
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・８ページは、海外事業の概況についてです。

・海外事業の売上高は、既存事業の伸長を背景に、前期比４.３％増の２７９億円となりました。

・営業利益は、事業拡大に伴う本社を含めた人員増や、のれんの償却のほか、
インドネシアにおける子会社統合等による一時的な費用が約４億円発生した影響により、
赤字が拡大しております。
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・続きまして、２０２７年３月期の業績予想についてご説明いたします 。
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・１０ページは、２０２７年３月期の業績予想を、２０２６年３月期実績と対比して
示したものです。

・売上高については、セキュリティ事業やFM事業等を中心に需要の拡大が見込まれることに加え、
前期に実施したM&Aの影響もあり、前期比６．８％増の６，３７５億円を見込んでおります。

・経常利益については、売上の増加や３Ｇ停波対応の終了などにより、増益を見込んでおります。
ベースアップ等に伴う人件費の増加や、システム関連投資の増加といった減益要因はあるものの、
退職給付費用が減少することもあり、
前期比１７．２％増の５８５億円となる見込みです。

・これにより、売上高・利益ともに連続で過去最高を更新し、
経常利益率についても前期の８．４％から９．２％への改善を見込んでいます。
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・続きまして、株主還元についてご説明いたします。
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・２０２６年３月期の期末配当につきましては、１株あたり１４.６円にしたいと考えております。
中間配当を含めた年間配当は２９.２円となり、これにより１４期連続の増配となります。
引き続き、安定的な配当の実施を目指してまいります。

・２０２７年３月期の年間配当予想につきましては、
過去最高業績予想としていることから１株あたり３．８円増配の３３．０円を
見込んでおりますが、今後の業績動向等により変更となる可能性があります。

・また、資本政策全般につきましては、今年度からスタートする新中期経営計画の中で、
あらためてご説明させていただく予定です。
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・続きまして、ALSOKグループの取り組みについてご説明いたします。
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・当社は、２０２５年７月１６日、創立６０周年を機に、社名を綜合警備保障からALSOKへ変更するとともに、
ブランドスローガンを 「ALwayS Security OK」から
セキュリティにとどまらず多様なリスクに対応していくという想いを込めて「ALwayS OK」へ刷新いたしました。

・本取り組みは、従来から高い認知を頂いたALSOKブランドでしたが、
その価値や目指す方向性をあらためて明確にする機会となり、
各種事業の推進や、業績改善にも寄与する結果になったと考えております。

・社内においても、理念やブランドに対する理解が進み、
従業員のエンゲージメント向上にもつながっております。
また、27卒の採用にも好影響が出ているように感じています。

・こうした価値提供を継続していくための取り組みの一環として、
人件費や物価などの上昇を受け、機械警備事業や常駐警備事業を中心に
価格改定を実施いたしました。

・実施にあたっては、お客様ごとの状況を踏まえ、丁寧な説明・協議を行った結果、
多くのお客様からご理解をいただくことが出来ました。
また、契約件数も純増を維持しており、現時点において、需要への悪影響は確認されていません。

・引き続き、対価に相応しい高品質なサービスの提供に努め、
お客様と社会の「安全・安心」に貢献してまいります。

・以上で、私からのご説明を終了いたします。
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